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1. 背景・目的 

軽量でフレキシブルな太陽電池に対する市

場要請が強く，フレキシブルペロブスカイト太

陽電池の出現が待たれている．研究初期にはフ

レキシブルペロブスカイト太陽電池の効率(小

面積)は 5 %程度であったが[1]，現在では 20 %

を超えるフイルム型太陽電池が報告されてい

る．2020 年には 400 cm2の PET/ITO 基板に作製

したペロブスカイトをレーザーパターニング

することで，順構造である n-i-p 構造でセルを直

列接続した効率 11.8 %のモジュールが報告され

た[2]．モジュール化の多くは順構造であり，逆

構造の検討は少ないが，2 ステップ法で作製し

た大面積フレキシブル太陽電池が東芝より報

告されている[3]．本研究では，アンチソルベン

ト法で作製した太陽電池にレーザーパターニ

ングを行うことで，モノリシック逆構造である

p-i-n 構造型フレキシブルペロブスカイト太陽

電池のモジュール化を検討したので報告する． 

2. 実験 

5 cm × 5 cm の PET/ITO 基板にグリーンレ

ーザー(λ = 532 nm，スポット径40 µm)を照射し，

ITO 電極のパターニング(P1)を行った．続いて

ス ピ ン コ ー ト に よ り PEDOT:PSS ，

Cs0.17FA0.83Pb(Br0.17I0.83)3 ペロブスカイトを塗布

した．この時，ペロブスカイトは 4000 rpm で

50 秒間スピンコートを行い，回転開始から 16

秒後，エチルアセテート(750 µl)を滴下した．続

いて真空蒸着により C60，BCP を基板に堆積さ

せた後， グリーンレーザー(λ = 532 nm，スポッ

ト径 40 µm)を照射し，直列接続箇所となる

PEDOT:PSS，ペロブスカイトを除去(P2)した．

最後に真空蒸着を用いて Ag 電極を蒸着させた

後，γブチロラクトンを用いて 0.5 mm 幅で電

極のエッチング(P3)を行った． 

 

Fig. 1. 3 types of patterning(P1~P3) 

3. 結果 

パターニング P1 から P3 を行うことにより

ITO/PEDOT:PSS/Cs0.17FA0.83Pb(Br0.17I0.83)3/C60/B

CP/Ag の構造を持った 7 セルを直列接続した．

報告では，このように作製された逆構造モノリ

シック太陽電池の性能を報告する． 

 

Fig. 2. Photograph of a flexible perovskite module. 

参考文献 

[1] P. Docampo, J. M. Ball, M. Darwich, G. E. Eperon,  

H. J. Snaith, Nat. Commun, 2013, 4, 2761. 

[2] J. Chung, S. S. Shin, K. Hwang, G. Kim, K. W. Kim,  

D. S. Lee, W. Kim, B. S. Ma, Y. Kim, T. Kim, J. Seo, 

Energy Environ. Sci., 2020,13, 4854-4861 

[3] M. A. Green, K. Emery, Y. Hishikawa, W. Warta,  

E. D. Dunlop, D. H. Levi, J. H.‐Ebinger, M. Yoshita, 

A.W.Y. Ho‐Baillie, Prog Photovolt Res Appl. 2019, 27, 3-12 

第68回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2021 オンライン開催)19a-Z22-3 

© 2021年 応用物理学会 03-432 3.13


